
〒270-0014 千葉県松戸市小金 447-1-102
電話：047-340-2745／ ホームページ：https://www. kamome-shuppan. co. jp鷗出版

注　文　書

帖合・書店名

注文数

ISBN
978-4-903251-24-0 C

0098

冊

ご注文日
年　　月　　日

定価（本体2,800円＋税）

注　　文条　件

仕入れご担当者様 ※ご注文は（株）地方・小出版流通センターへ――FAX：03-3235-6182

鷗
出
版

私
は
物
語
の
語
り
手
で
あ
る

オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー 

著

森 

典
子 

訳

私
は
物
語
の

語
り
手
で
あ
る

オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー 

著
／
森
典
子 

訳

ズ
ザ
ン
ネ
　
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー
・
ビ
ッ
チ
ュ
／
レ
ギ
ー
ネ
　
シ
ュ
テ
ィ
ク
ロ
ー
ア
ー 

編

「
最
新
刊
」
／ 

四
六
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
二
五
六
頁
　
定
価
（
本
体
二
、八
〇
〇
円
＋
税
） 

『
小
さ
い
水
の
精
』『
小
さ
い
魔
女
』『
大
ど
ろ
ぼ
う
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
』『
ク
ラ
バ
ー
ト
』
等
で
知
ら
れ
る

ド
イ
ツ
の
代
表
的
児
童
文
学
作
家
が
、
生
涯
や
創
作
活
動
と
そ
の
背
景
・
影
響
等
に
つ
い
て
自
ら
述
懐
す
る
。

　
オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー
著O

tfried Preußer-: Ich bin ein G
eschichtenerzähler. H

rsg.von 
Susanne Preußler-Bitsch und Regine Stigloher, Thienem

ann Verlag

（
二
〇
一
〇
年
）
の
全
訳
。
プ
ロ
イ

ス
ラ
ー
の
娘
二
人
が
編
纂
し
た
、
い
わ
ば
彼
の
自
叙
伝
で
あ
る
と
い
え
る
書
で
あ
る
。

　
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー
（
一
九
二
三
～
二
〇
一
三
）
は
、
現
チ
ェ
コ
共
和
国
の
リ
ベ
レ
ツ
と
い
う
町
で
生
ま
れ
、
当

地
で
恵
ま
れ
た
幼
年
時
代
を
送
り
高
等
学
校
卒
業
試
験
を
済
ま
せ
た
直
後
、
東
部
戦
線
に
送
ら
れ
、
そ
の
後

ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
。
敗
戦
の
日
を
タ
タ
ー
ル
共
和
国
の
エ
ラ
ブ
ガ
の
収
容
所
で
迎
え
る
が
、
戦
後
も

過
酷
な
収
容
所
生
活
が
四
年
間
も
続
く
。
ド
イ
ツ
が
無
条
件
降
伏
を
し
た
一
九
四
五
年
以
降
ズ
デ
ー
テ
ン
・

ド
イ
ツ
人
が
強
制
移
動
さ
せ
ら
れ
、
故
郷
を
追
わ
れ
た
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー
を
待
っ
て
い
た
の
は
「
故
郷
喪
失
」

と
い
う
現
実
で
あ
っ
た
。
以
後
彼
は
ロ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
に
移
住
し
、
小
学
校
の
教
師
を
し
な
が
ら
児
童
文
学

作
品
を
書
き
、
物
語
の
語
り
手
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー
が
誕
生
す
る
。
代
表
作
の
多
く
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か

ら
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
、
約
十
五
年
の
間
に
書
か
れ
、
日
本
で
も
そ
の
著
作
の
多
く
が
翻
訳
さ
れ
た
。

　
彼
自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
本
書
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
残
酷
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
中

で
も
決
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
人
間
の
尊
厳
も
印
象
深
く
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
が
と
り
わ
け

強
調
し
て
や
ま
な
い
の
は
、
失
わ
れ
た
幼
年
時
代
の
復
権
、
幼
年
時
代
に
お
け
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
育
成

の
大
切
さ
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー
の
述
懐
の
自
伝
的
内
容
を
集
約
し
た
本
書
は
、
そ
の
意
味
で
、
あ
ま

り
に
即
物
的
と
な
っ
た
時
代
に
対
す
る
警
告
に
充
ち
て
い
る
と
も
い
え
る
。

【
本
書
の
内
容
】　

本
書
成
立
の
由
来
、
編
者
ま
え
が
き

第
一
章
「
素
晴
ら
し
く
晴
れ
や
か
な
日
々
」

―
ラ
イ
ヘ
ン
ベ
ル
ク
の
幼
年
時
代

第
二
章
「
人
間
は
、
物
語
を
必
要
と
し
て
い
る
」

―
戦
争
、
捕
虜
、
再
出
発

第
三
章
「
物
語
の
語
り
手
と
し
て
学
校
へ
行
っ
た
」

―
二
つ
の
職
業
、
教
師
と
作
家

第
四
章
「
思
考
の
遊
び
へ
の
き
っ
か
け
」

―
子
供
た
ち
は
物
語
を
必
要
と
し
て
い
る

第
五
章
「
物
語
の
た
め
の
パ
ン
焼
き
人
、
な
か
な
か
良
い
呼
び
名
で
す
」

―
仕
事
場
瞥
見

第
六
章
「
私
は
、
生
涯
に
お
い
て
多
く
の
幸
せ
に
恵
ま
れ
ま
し
た
」

―
プ
ロ
イ
ス
ラ
ー
の
作
中
人
物
が
遍
歴
の
旅
に
出
る

第
七
章
　
終
わ
り
に
若
干
の
言
葉
を

訳
者
の
あ
と
が
き

Otfried Preußler    Ich bin ein Geschichtenerzähler
児 童 文 学 の 基 軸


